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（1）生理学・医学賞
Robert G. Edwards（英）：ケンブリッジ大学名誉教授
受賞理由
「体外受精（IVF）技術の開発」に対して
世界中で夫婦の 10% 以上が不妊に悩んでいるといわれているが、そのような人々に体
外受精（in vitro fertilization、以下、IVF と記す）は大きな福音をもたらしてきた。IVF
は生殖医療の 1 つである。女性の体内から取り出された卵子と男性の精子を体外で人工
的に受精させ、その受精卵を女性の体内に戻すことにより、妊娠の成立を促す。
Edwards 氏は、IVF の技術を確立して生殖医療に大きく貢献した業績が評価された。
1950 年代という早い時期から、Edwards 氏には IVF が不妊治療として有効であると
いう先見の明があった。同氏は体系的に研究を進め、ヒトの受精についての重要な法則
を見つけ出し、試験管内でヒトの卵子と精子を受精させることに成功し 1、2）、IVF の技
術を開発した。その後、1978 年 7 月 25 日、世界で初めて IVF による「試験管ベイビー」
が誕生した。さらに、同氏と共同研究者は IVF の技術を改良し、世界中の研究者とその
技術を分かち合った。
現在までに約 400 万人が IVF によって誕生し、その多くが健常人として生活を送って
いる。Edwards 氏による IVF 技術の開発は、現代医学の進展における 1 つのマイルストー
ンである。
特別記事
2010 年ノーベル賞
自然科学 3 部門の受賞者決まる
　2010 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 4 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
から 5 日に物理学賞、6 日に化学賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
自然科学 3 部門受賞者と受賞理由の概要
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（2）物理学賞
Andre K. Geim（オランダ）：マンチェスター大学
Konstantin S. Novoselov（英、ロシア）：マンチェスター大学
受賞理由
「2次元物質であるグラフェンに関する画期的な実験」に対して
グラフェンは層状化合物であるグラファイトの 1 原子面を取り出したものであり、炭
素の 6 員環が作る網目構造が平面的に広がる比較的単純な構造の物質である。1940 年代
にはすでに理論的な研究の対象とはなっていたが、純粋な 2 次元物質であるためごく最
近まで現実に存在する物質とは考えられていなかった。2004 年、Geim、Novoselov、お
よびその研究グループは、グラファイトを粘着テープで繰り返し剥離するという、極め
てありふれた材料と単純な方法でグラフェンを単離することに成功した 1）。また同時に、
単離したグラフェンの電気的性質を測定し、半導体用材料として優れた特徴を持つこと
が明らかになり、一躍、従来の半導体の限界を塗り替える高速トランジスタ用材料の有
望な候補となった。
その後、研究が進むにつれ、グラフェンには鋼鉄の 100 倍の機械的強度や、ダイヤモ
ンドより高い熱伝導度、ヘリウムガスも通さない緻密さなどの特性を持つことが明らか
になり、期待される応用分野としては、高速トランジスタのほかにも太陽電池、ガスセ
ンサー、標準抵抗など枚挙に暇がない。またグラフェン内では電子の有効質量が 0 であ
ることから、これまで観察することができなかった量子論的な現象を実証できる物質で
もある。このようにグラフェンは応用から基礎物理まで広い分野の科学的、技術的な興
味を集め、発見から 6 年しか経っていないにもかかわらず、現在最も注目を浴びる材料
となっている 2）。この研究の広がりの契機になったという点で Geim らの実験はまさに
画期的である。
なお、炭素の同素体としては 1996 年のフラーレン（化学賞）につづくノーベル賞受賞と
なる。ボール状の分子構造のフラーレン、2 次元状物質であるグラフェンに、1 次元状物
質としてのカーボンナノチューブをくわえた炭素でできた物質の一群は、まだ実用的に
大きな成果はないものの、次世代に実用化が期待される材料として、一大研究領域を形
成している。
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1）　 K. S. Novoselov, A. K. Geim, S. V. Morozov, D. Jiang, Y. Zhang, S. V. Dubonos, I. V. Grigorieva, 
and A. A. Firsov, “ Electric Field Effect in Atomically Thin Carbon Films” Science 306, 666 
（2004）
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参考文献：ノーべル賞ホームページ、http://nobelprize.org/
（3）化学賞
Richard F. Heck（米）：デラウエア大学名誉教授
根岸　英一（日）：パデュー大学特待教授
鈴木　章　（日）：北海道大学名誉教授
受賞理由
「有機合成におけるパラジウム触媒によるクロスカップリング反応」に対して
炭素－炭素結合を形成する反応は、医薬品、農薬、高機能材料などを精密に合成する
際の基盤となる手法として重要である。すでにノーベル化学賞においてはこのような炭
素－炭素結合を形成する反応に関するものとして「オレフィンのメタセシス」（2005 年）、
「ウィティヒ反応」（1975 年）など 4 領域が授賞の対象になっている。
カップリング反応には炭素－炭素結合を形成する二つのユニットが異なるクロスカッ
プリング反応と二つのユニットが同じホモカップリング反応があるが、クロスカップリ
ング反応は炭素骨格を構築する上で重要である。三氏は、パラジウム触媒を用いてそれ
まで難しかったクロスカップリング反応を効率的に実施できる反応系を見出した。この
反応系は有機合成化学分野に強いインパクトを与え、有用な手法として広く利用さるよ
うになったことが評価された。
1972 年、Heck 氏は親電子的な物質としてアリールハライドなど、親核的な物質とし
てオレフィンを用いることによりパラジウム触媒存在下クロスカップリング反応が起こ
り、二重結合の水素がアリールと置換した化合物が生成することを見出し発表した（下
式）。
パラジウム触媒
RaX ＋ RHC ＝ HH　 ―――→ 　RHC ＝ CHRa ＋ HX
（Ra：アリール、ビニル、アルキル　　X：ハライドなど）
このように、パラジウム触媒を用いたクロスカップリング反応では親電子的な物質と
親核的な物質を反応させる必要がある。根岸氏は 1977 年、親核的な物質として有機亜鉛
化合物を使用すれば、親核的な物質としてのオレフィン以外のものでもクロスカップリ
ング反応が起こることを、さらに 1979 年には、鈴木氏が親核子的な物質として有機ホウ
素化合物が有機亜鉛化合物の代わりに使用できることを見出した。
三氏が見出した反応系は有機合成分野の基礎研究だけではなく、医薬品、農薬、液晶
などの電子材料などの商業製造にも広く利用されている。
